
 

 

 

 

子どもが学齢期の親対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

テーマ 

みとめる 
進路について親子が相談するエピソードを通じて、子どもと意見が異なる時、親としてどのように

行動すればよいか考える 

 

 

 

中学3年生の娘（綾香）の進路に

ついて、母親と意見が合わない。 

母親は、学力の高いＡ高校へ進

学してほしいと考えているが、綾香

は、テニス部に所属しており、テニス

が強いＢ高校への進学を希望して

いる。 

母親は、父親に言い聞かせてほ

しいが、父親は綾香がＢ高校へ行き

たいのならそれでいいのではと言う。 

1 共有する 

3 深める 

4 ふりかえる 

2 拡げる 

親は人生経
験から子ども
にはわからな
い将来の見
通しを持って
いる 

 

親の人生経験
や常識が子ど
もに適してい
るかどうかは
わからない 

共感 
する 

共感 
しない 

ではあなたは、
綾香の父親の
ように、子ども
が行きたいから
という理由で高
校を決めること
に共感します
か？ 

先生などいろい
ろな人の意見も
参考にすべき 

子どもが自立す
るためには自分
で決めることが
大切だから 

否定すると子ども
に不満が残るから 

子どもには将
来を判断でき
る十分な経
験がないから 

あなたなら
綾香をどの
高校へ進
学させたい
ですか? 

Ａ高校 

Ｂ高校 

自分が行きたい
高校へ行けば前
向きな高校生活
が送れるから 

スポーツに打ち込

む学校生活には価

値があると思うから 

高校生の本分は勉
強だから、テニスよ
りも勉強を優先させ
てほしい 

親子の意見が異なる時にどのように

行動すればよいか、今日の話し合い

を通じて考えたことを発表しましょう 

勉強との両
立もしっかり
考えるべき
では？ 

何回も話し合って解決方法を見つけ出す 
 

・親は、子どものことを真剣に考え、知識や経験に
基づく考えを伝えるべき 

Ｂ高校へ
行って塾
で補充す
るのは？ 

いい大学に入れば
いい会社に入れる 

結局は本人次第だ
から関係ない 

学力の高い高校へ

行けば将来有利だ

から 

Ａ高とＢ高の難易度の
差が小さければＢ高
へ行くのを認める？ 

本当に有利? 

本当にそ
うかな？ 

子どもに強い意
志があるから 

親が真剣に考え
ずに認めるのは
親の役割を果た
していない 
 

それだけ

の理由で

OK？ 

親
に
は
あ
る
の
？ 

な
ぜ
そ
う
思
い
ま
す
か
？ 

結果に責

任を持て

る？ 

親として

どうすれ

ばいい？ 

・子どもの考えや思いを受けとめることが大切 

・信頼できる人の意見を聞くのもよい 

綾香が希望してい

るから 

な
ぜ
そ
う
思
い
ま
す
か
？ 

話し合ってみ
て、最初と今
とでは考えは
同じですか、
それとも変わ
りましたか？ 

学習展開のポイント 
・〈1 共有する〉〈2 拡げる〉では、子どもの進路の決定に際して、２つの選択肢のどちらに立
つかを考え、出し合うことにより、立場によって異なる考え方や理由を知ります。 
・〈3 深める〉では、子どもの希望を親としてどう受け止めるかに論点を絞って話し合うことに
よって、親の願いと子どもの希望との葛藤場面を作ります。 
・〈4 ふりかえる〉では、この時間の話し合いを通じて、子どもと意見が異なる時の親としての
行動について、改めてどう考えたかを出し合う場面を設定します。 

学習上の留意点 
・〈2 拡げる〉では自分の考えを率直に出し合えるようにし、「親の願い」と「子どもの希望」という観点で
大まかに整理します。 
・参加者が考えの理由を出し合うことで生じる葛藤を通じて、考えを深めより確かにすることをめざします。 
・高校を決める理由を話し合う中で、子どもには将来を判断できる十分な経験がない一方で、親の人生
経験が子どもに適しているかどうかはわからないことを対比させて、子どもが根拠を持って自己決定す
ることの大切さについて考えましょう。 
・最後に自分ならどう行動するかを話すことで、一人一人が自分の考えをまとめます。 


